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第
九
章

放
送
番
組
セ
ン
タ
ー
（
第
百
六
十
七
条
e

第
百
七
十
三
条
）

第
十
章

雑
則
（
第
百
七
十
四
条
e

第
百
八
十
二
条
）

第
十
一
章

罰
則
（
第
百
八
十
三
条
e

第
百
九
十
三
条
）

附
則

第
一
条
中
「
左
に
」
を
「
次
に
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
無
線
通
信
の
送
信
」
を
「
電
気
通
信
（
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律
第
八
十
六

号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
電
気
通
信
を
い
う
。）の
送
信
（
他
人
の
電
気
通
信
設
備
（
同
条
第
二
号
に
規
定
す

る
電
気
通
信
設
備
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
を
含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
を
同
条
第

二
十
九
号
と
し
、
同
条
第
五
号
を
同
条
第
二
十
八
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中「（
そ
の
放
送
が
受
託
放
送
で
あ
る
と
き

は
、
委
託
し
て
放
送
を
さ
せ
る
事
項
）」を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
二
十
七
号
と
し
、
同
条
第
三
号
の
二
か
ら
第
三
号

の
八
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
三
号
を
同
条
第
二
十
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

二
十
一

「
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
」
と
は
、
第
九
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
を
い
う
。

二
十
二

「
特
定
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
」
と
は
、
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
自
己
の
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
に
用

い
る
放
送
局
（
以
下
「
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
」
と
い
う
。）の
免
許
を
受
け
た
者
を
い
う
。

二
十
三

「
基
幹
放
送
事
業
者
」
と
は
、
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
及
び
特
定
地
上
基
幹
放
送
事
業
者
を
い
う
。

二
十
四

「
基
幹
放
送
局
提
供
事
業
者
」
と
は
、
電
波
法
の
規
定
に
よ
り
基
幹
放
送
局
の
免
許
を
受
け
た
者
で
あ

つ
て
、
当
該
基
幹
放
送
局
の
無
線
設
備
及
び
そ
の
他
の
電
気
通
信
設
備
の
う
ち
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
の
総

体
（
以
下
「
基
幹
放
送
局
設
備
」
と
い
う
。）を
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
の
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
も

の
を
い
う
。

二
十
五

「
一
般
放
送
事
業
者
」
と
は
、
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
及
び
第
百
三
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
を
い
う
。

二
十
六

「
放
送
事
業
者
」
と
は
、
基
幹
放
送
事
業
者
及
び
一
般
放
送
事
業
者
を
い
う
。

第
二
条
中
第
二
号
の
六
を
第
十
九
号
と
し
、
第
二
号
の
五
を
第
十
八
号
と
し
、
第
二
号
の
四
を
第
十
七
号
と
し
、

第
二
号
の
三
を
第
十
六
号
と
す
る
。

第
二
条
第
二
号
の
二
の
六
中
「
移
動
受
信
用
地
上
放
送
」
を
「
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
」
に
、「
放
送
で
あ
つ

て
、
人
工
衛
星
の
無
線
局
以
外
の
無
線
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
」
を
「
基
幹
放
送
で
あ
つ
て
、
衛
星
基
幹
放
送
以

外
の
も
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
五

「
地
上
基
幹
放
送
」
と
は
、
基
幹
放
送
で
あ
つ
て
、
衛
星
基
幹
放
送
及
び
移
動
受
信
用
地
上
基
幹
放
送
以

外
の
も
の
を
い
う
。

第
二
条
第
二
号
の
二
の
五
中
「
受
託
内
外
放
送
」
を
「
内
外
放
送
」
に
改
め
、「
他
人
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送

番
組
を
」
を
削
り
、「
と
し
て
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
の
無
線
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
」

を
「
と
す
る
放
送
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
三

「
衛
星
基
幹
放
送
」
と
は
、
人
工
衛
星
の
放
送
局
を
用
い
て
行
わ
れ
る
基
幹
放
送
を
い
う
。

第
二
条
第
二
号
の
二
の
四
中
「
受
託
協
会
国
際
放
送
」
を
「
協
会
国
際
衛
星
放
送
」
に
、「
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の

放
送
番
組
を
」
を
「
に
よ
り
」
に
、「
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
放
送
で
あ
つ
て
、
人
工
衛
星
の
無
線
局
に
よ
り
行
わ
れ
る

も
の
」
を
「
基
幹
放
送
局
（
基
幹
放
送
を
す
る
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）又
は
外
国
の
放
送
局
を
用
い
て
行
わ

れ
る
放
送
（
人
工
衛
星
の
放
送
局
を
用
い
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
九
号
と
し
、
同

号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十

「
邦
人
向
け
協
会
国
際
衛
星
放
送
」
と
は
、
協
会
国
際
衛
星
放
送
の
う
ち
、
邦
人
向
け
の
放
送
番
組
の
放
送

を
す
る
も
の
を
い
う
。

十
一

「
外
国
人
向
け
協
会
国
際
衛
星
放
送
」
と
は
、
協
会
国
際
衛
星
放
送
の
う
ち
、
外
国
人
向
け
の
放
送
番
組

の
放
送
を
す
る
も
の
を
い
う
。

第
二
条
第
二
号
の
二
の
三
中
「
の
委
託
に
よ
り
、
そ
の
放
送
番
組
を
」
を
「
に
よ
り
」に
、「
そ
の
ま
ま
送
信
す
る
」

を
「
国
内
の
放
送
局
を
用
い
て
行
わ
れ
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
二
の
二
中
「
を

放
送
す
る
」
を
「
の
放
送
を
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
し
、
同
条
第
二
号
の
二
中
「
を
放
送
す
る
」

を
「
の
放
送
を
す
る
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
二
号
中
「
受
託
協
会
国
際
放
送
」
を
「
協
会

国
際
衛
星
放
送
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
三
を
削
り
、
同
条
第
一
号
の
二
中
「
で
あ

つ
て
、
受
託
国
内
放
送
以
外
の
も
の
」
を
削
り
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加

え
る
。

二

「
基
幹
放
送
」
と
は
、
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
よ
り
放
送
を
す
る
無
線

局
に
専
ら
又
は
優
先
的
に
割
り
当
て
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
放
送
を
い
う
。

三

「
一
般
放
送
」
と
は
、
基
幹
放
送
以
外
の
放
送
を
い
う
。

第
二
条
の
二
を
削
る
。

第
三
条
中
「
基
く
」
を
「
基
づ
く
」
に
改
め
る
。

第
五
十
九
条
中
「
第
五
十
三
条
の
八
」
を
「
第
百
七
十
五
条
（
第
八
十
一
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
九
十
三
条
と
す
る
。

第
五
十
八
条
の
二
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

第
九
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
九
十
七
条
第
二
項
、
第
九
十
八
条
第
一
項
、
第
百
条
、
第
百
二

十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
三
十
条
第
四
項
、
第
百
三
十
四
条
第
二
項
、
第
百
三
十
五
条
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
五
十
二
条
第
二
項
、
第
百
五
十
三
条
第
二
項
、
第
百
五
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第

二
項
又
は
第
百
六
十
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

二

第
百
二
条
の
規
定
に
違
反
し
て
認
定
証
を
返
納
し
な
い
者

第
五
十
八
条
の
二
を
第
百
九
十
二
条
と
す
る
。

第
五
十
八
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
九
条
の
五
、
第
四
十
八
条
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）又
は
第
五
十
条
の
三
第
二
項
（
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を
「
第
二
十
一
条
第

三
項
、
第
二
十
三
条
第
三
項
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
六
条
第
四
項
、
第
八
十
六
条
第
二
項
又
は
第
八
十
九
条
第
二

項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
二
十
三
条
の
二
、
第
三
十
条
の
二
又
は
第
三
十
条
の
三
」
を
「
第
四
十
一
条
、

第
六
十
一
条
又
は
第
六
十
二
条
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
十
三
条
の
五
第
一
項
又
は
第
四
十
条
の
四
第
二

項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
一
項
又
は
第
七
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
五
号
中
「
第
三
十
八
条
第
三
項
又
は

第
四
十
条
第
四
項
」
を
「
第
七
十
二
条
第
三
項
又
は
第
七
十
四
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
三

条
の
五
第
二
項
又
は
第
四
十
条
の
四
第
二
項
」
を
「
第
四
十
四
条
第
二
項
又
は
第
七
十
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同

条
を
第
百
九
十
一
条
と
す
る
。

第
五
十
七
条
第
一
項
中
「
前
三
条
」
を
「
第
百
八
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
（
第
百
八
十
五
条
を
除
く
。）」に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
百
八
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
百
八
十
九
条
と
し
、

同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
九
十
条

第
百
十
九
条
の
規
定
に
違
反
し
て
公
表
す
る
こ
と
を
怠
り
、
又
は
不
実
の
公
表
を
し
た
者
は
、
百
万

円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
五
十
六
条
の
三
中
「
第
五
十
二
条
の
四
第
七
項
の
規
定
に
違
反
し
て
契
約
約
款
を
掲
示
し
な
か
つ
た
者
」を「
次

の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

第
百
十
三
条
、
第
百
二
十
二
条
又
は
第
百
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し

た
者

二

第
百
十
五
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
、
第
百
二
十
四
条
第
一
項
、
第
百
三
十
九
条
第
一
項
又
は
第
百
四
十

五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
又
は
当
該
職
員
の
検
査
を
拒
み
、

妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
者

三

第
百
三
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
者

四

第
百
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
有
料
基
幹
放
送
契
約
約
款
を
掲
示
し
な
か
つ
た
者

第
五
十
六
条
の
三
を
第
百
八
十
八
条
と
す
る
。
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